








はじめに:

　急性脳症にみられる脳の最大の組織学的特徴は脳浮腫である。脳浮腫は脳に

おける水分容積の増大であり,腫脹とも表現される。電子顕微鏡による研究に

よれば,この水分容積の増大は細胞間隙にまず発生し,ほぼ同時にアストロサイ

ドに変化をおこしてくることが認められている。また,生化学的には細胞内 Na+

の増加や可溶性蛋白物資の増加などの結果が認められている。当然,そこでは

膜の能動輸送障害が存在し,さらにミトコンドリヤ系を中心とする酸化系酵素

障害が存在することになろう。


